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i . 緒言

被害者の精神 的後遺症研究は ､
1 9ア6 年 に H o I O W it z(1 9 7 6) に よ っ て外傷体験後 の 反応が記

述され ､ それに基づ いて D S M 一 肌 こ P o stt r a u m a ti c Str e s s D i s o rd e r( 以後 P T S D と略す) の診

断基準が採用されて か ら飛躍的に発展 し ､
日本で は 1 9 9 5 年 の 阪神淡路大震災と地下鉄サリ

ン 事件の後 に P T S D - の 関心が 高まり ､ 臨床的学術的研究が行われ る ようにな っ てきたD

外傷体験 - の反応 は ､ 文化やス トレ ス - の コ
ー ビ ン グ方法 ､ 社会に お ける被害者支援体

制に より異なると い われ る｡ 筆者は事件 当時か ら地下鉄サ リ ン事件被害者
の ケア に携わ っ

て きたが ､
被害者 の 多く に ､

心的外傷後ス ト レ ス 症状 に加 えて ､
サ リ ン 中毒 に よる こ と が

確認 できない 特定不明の 身体症状が観察されたo
こ の経験か ら､

D S M - Ⅳ に よ る P T S D の診

断基準だけで は ､ わが 国で被害者の 心身 の 苦悩 を記述する には 不十分 では な い かと の 指摘

がなされる ようになり ､ 臨床家か ら M a sk e d P T S D の概念が提唱され るようにな っ たD 基礎

的 な研究 と して 日本人に見られ る被害後 の 反応 に つ い て の記述的研究が 求め られて
い ると

い えるだろう ｡

Ⅱ ｡ 研究目的

本研究 の目的は ､
まず第 1 に ､ 筆者 らが地下鉄サ リ ン事件被害者 の後遺症症状調査 のた

め に作成 し過去の 調査で用 い てきた 被害者後遺症症状調査票を ､
慢性期 の被害者後遺症詞
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査 で の使f削こ向けて心理測定法上 の検討を行うこ と､ 第 2 に ､
そ の調査票 を用 い て地下鉄

サリ ン事件後 5 年目以降の慢性期における被害者後遺症症状 の轟時的推移 を分析する こと

で あるo

班 . 研究方汝

1 ｡ 対象者o 2 つ の地下鉄サ リン事件被害者群 (事件 当時 s 病院で治療を受けた S 辞 6 29

名と､ ある N P O 法人に登録 して い る R S C 群 11 30 名) を研究対象としたo 本研究は S 病院

に て倫理委員会の承認 を得てお り､ 調査お よび 2 次デ ー

タ使用に際 して は ､ 対象者にその

都度説明を文書で行 い ､ 文書に よる同意を得た o 2 つ の グル ー プ を合併す るに際 して は被

害者が同様 の傾向を持 つ 集団で ある こ とを分析 し､ 合併する こ と の妥当性 を確認 した｡

2 . 慢性期の被害者後遺症症状調査 に 向けた既存の 調査票 の 心理測定法上 の検討｡ 筆者

らは S 痛院に お い て ､ 地下鉄サリ ン事件被害者に多く見られた身体症状 14 項目､ F rS D の

過覚醒 4 項目､ 回避 4 項 目､ 再体験 3 項目 ､ 眼科症状 8 項 目を含む 3 3 項目の地下鉄サリン

事件被害者後遺症症状調査票( 5 段階リカ
ー トス ケ ー ル) を作成し､ 後遺症調査を実施 してき

た｡
こ の調査票に基づ いて行 われた 5 年 目 R S C 群の 調査デ ー

タか ら
､
サ リ ン 毒後遺症 の疑

い の ある限科症状を除 いた 25 項 目の調査デ
ー

タ を用 い て ､ 項目選定を行 っ たo 項目選定に

は 2 5 項目の項目相関 ､ 回答 の分布 によ る床打ち ･ 天井効果 の確認 ､ 中央値よ り上位の群対

下位 の 群の 得点比較( M a n
- W hit n ey の U 検定)に よる G o o d - P o o r 分析 ､

C r o n b a c h α 係数お

よび項目 - 全体相関によ る内的整合性確認 ､ 国子分析 に よる下位尺度決定お よび単
一

因子性

の確藩を行 っ た｡ 妥当性検討には ､
ア年目 R S C 群調査デ

ー

タを用 い て ､ 因子分析 に よる尺

度構 成妥当性確譲 を行 い ､
並存的妥当性確認 に は本調査票項 目と IE S -氏(I m p a ct of E v e n t

S c a Ll e - R e v i s e d) ､ G H Q 3O お よび P O M S と の相関係数 (S p e a m の p ) を用 いた o 基準関

連妥当性確番 に は ､ 外的基準を IE S - R に よ る P T S D 群と非 P T S D 群､ お よ び ア年目 R S C 群

対非被害者群と し､ 両群 の得点比較 ( M a n
-

W h it n 甲 の U 検定) を行 っ たo 信頼性検討に

は ､ C r o n b a ch α 係数 の算出お よび ､
T e sトr ete s t を行 っ た ｡

3 . 被害者後遺症症状調査票得点の経時的推移 の分析 o まず 2 つ の グル
ー

プ の被害者の

得点推移の傾向を調 べ ､ 合併す る ことの妥当性を確認 したo 次に 5 年目時点で のⅠE S - R 得点

を分類基準と して ､
IE S - R c u t off 点で ある 2 5 点以上 (全体の約 2 5 % ) ､ 1 2 点か ら 24 点 (節

2 5 % ) ､ 中央値で ある 1 1 点以下 (約 50 % ) に分 け､ 群ごとに調査票得点およ び I E S - R 得点

の年数効果を分析 し､ 調査票得点 の推移とI E S - R 得点 の推移 を比較検討した｡ 対象者 の 回答

年 と回答 回数 は個人に より異なり､ 5 年 目時点で得点には個人差が あ っ た の で ､ 個人差 を考

慮に いれた線形混合モ デル を用 い て解析 を行 っ たo パ ラメ
ー

タ
ー の推定 には制限付き最尤

推定法 を用 い ､
共分散構 造は無構造 を指 定し､ ロ バ ス ト分散を用 い た o 従属変数は今回新
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たに選定･した項目の合計得点､ 下位尺度得点､
お よび I E S - R 得点 と し､ 説明変数と して ､ 年

数 お よび
一

般的属性 で ある年齢 ､ 性別 を投入 した ｡

Ⅳ . 結果

1 . 被害者後遺症症状調査票 の 心理測定法上 の検討o 5 年 目 R S C 群 6 38 名 の デ
ー タに

よる 2 5 項目の項 目相関で は｢ だる い｣ と｢疲れやすい｣ の相 関係数が 0 .7 5 と高か っ たが､ 過

去 の不定愁訴 の 調査 と研究者らの 臨床的観察から異質の 症状と考え､
2 項目の ままに残 し

た
｡ 項 目｢食欲が ない｣ は ､ 最小値 の 回答が 8 4 % で ､ 弁別力が ない床うち効果 と判断 し調査

票か ら削除 し､ 以後 2 4 項目で検討 を進 めたo
G o o d - P o o r 分析 の 結果 ､ 全て の 項目 に有意

差が認 められた o C r o n b a c h の α 係数は 2 4 項目で 0 .9 3 と高値 を示 し､ 1 項 目ず つ を除 いた

2 3 項 目の α 係数 も 0 ,9 2 以上 で あり ､ 項 目
一 全体相関では相関係数はす べ て 0 .

4 以上だ っ た

ため
､
内的整合性 はあると 考えられたo 2 4 項 目で因子分析(主因子法 ､

バ 7) マ ッ クス 回転)

を行 っ た結果 ､ 初期の 固有値 1 以上 の 5 因子が抽出された｡ 回転後 の第 1 国子 は精神機能

低下症状 ( い らい ら ､ 集中力低下､ 無 関心 ･ 無感動 ､
忘れ っ ぽさ､ 無気力 ･ ゆううつ の 5

項目) で 寄与率 1 3 .4 % ､ 第 2 因子は恐怖体験 - の 反応症状 (外傷体験に特異的と思われ る

悪夢 ､
フ ラ ッ シ ュ バ ッ ク ､

びく びく ､ 事件 の 話題 の 回避 ､
不眠の 6 項目) で寄与率 1 3 . 2 %

､

'

第 3 因子は身体化症状(吐き気 ､ 下痢 ､ 腹痛 ､
めま い

､ 微熱 ､ 頭痛 の 6 項目)で 寄与率 9 .4 % ､

第4 匪!子は慢性ス トレ ス症状( だるい ､ 疲れやす い ､ 風邪 を引きやす い ､ 体 の緊張の 4 項目)

で寄与率 8 .ア%
､ 第 5 医卜子 は 死 の切迫症状(息苦 しい ､

胸が締 め付 けられる ､
どき どきす る

の 3 項 目)で 寄与率 8 . 5 % ､ 累積寄与率は 5 2 .8 % であ っ たo 各因子毎 に項目の 因子分析で単

一

因子性が確認された o

構成概念妥当性 は ､ 事件後 7 年 目 R S C 群のデ
ー タに よる 因子分析 で前述 の 5 因子が抽 出

され ､ 因子 ごと の項目 の因子分析 で単
一

国子性が確認 されたこ とか ら､ 概 ね妥当と考えた o

事件後 7 年 目の I E S - R お よび G H Q 3 0 の 得点 と本調査票 2 4 項目 の相関係数 はそれぞれ 0 ･ 7 臥

o .6 5 で あ っ た
o
I E S - R 得点と調査票下位尺度得点 の相関係数は ｢恐怖体験 - の反応症状｣ 尺度

が約 o .8 と高く ､ 次い で ｢精神機能低下症状｣ 0 .7
､

｢ 慢性ス トレ ス症状｣0 .6 ､ ｢身体化症状｣ o .5
､

｢ 死 の 切迫症状｣ o .5 であり ､ G H Q 下位概念得点とも中程度弱 の相関(0 .3 5 < p < 0 ,5) を認 め ､

p o M S の ｢活気｣ 以外 の 下位概念得点 とも中程度の相関(0 .5 < p < 0 .6) を認めたo 以上 か ら､
並

存的妥当性は概ね確認 されたと判断 した o

I 五S - R 得点に よ る P T S D 群 ( 25 点以上) と非 p T S D 群(2 4 点以下) の調査票得点比較と ､ 既

知 グル ー プ法に よ る被害後 7 年目 R 群対非被害者群の調査票得点比較に よる基準関連妥当

性検討 の 結果 で は ､ 調査票得点は P T S D 群お よび被害者群 に て高値(p < 0 ･0 1) で あ っ た o 信頼

性検討の 結果は ､
7 年目 R S C 群 5 2 9 名 のデ

ー

タ に よる 2 4 項目 の C r o n b a ch の α 係数は 0 ･9 2
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で あっ たo
T e st - r et e st の 結果 ､

2 2 項 目が相関係数0 .6 以上 ､
2 1 項目が rc 係数 0 ｡巷 以上 と算出

され ､
こ の調査票 の信頼性は概ね確認されたと判断 したo

以上 ､
心理測定法上 の 検討 の結果 ､ 従来 の調査票か ら再構成 した 2 4 項目の被害者後遺症

症状調査票 の信頼性 と妥当性が確認された｡

2 . 被害者後遺症症状 の 経時的推移の分析 o 本調査票 の 上記 2 4 項目を用 いて事件後 5 年

目以降の 1 54 2 名分 のデ ー タの 内
､ 複数年次 回答 の あ っ た 7 9 8 名を分析 したo

一

般的属性で

は
､
性別効果が蔑 められ ､ 男性は 得点が 低 い と い う傾 向が あっ た ｡ 年齢効果 は ｢ 身体化症

状｣ 得点 の みに負の効果が薄め られ ､
｢身体化症状｣ は加齢に よる変化で はない こ とが示 唆

された
｡
5 年 目 ⅢS - R 得点に よ っ て分 けた 3 群で の被害者後遺症症状得点 の年次推移で は ､

5 年 目I E S - R 高得点群で は ､
I E S - R 得点お よ びそれと相 関の高 い ｢ 恐怖体験 - の 反応｣ に負の

年数効果が認 め られ ､ 5 年目以降得点が低下 して いく こ とが 明らかに なっ た が ､ 合計得点お

よび ｢恐怖体験 - の 反応症状｣ 以外 の下位尺度得点には年数効果が認め られなか っ た ｡ 5 年 目

I E S - R 得点中間群で は ｢ 精神機能低下症状｣ 得点に 正 の年数効果が認 められたが ､ それ以外

の 得点に年数効果は認 められなか っ たo 5 年目 I E S - R 低得点群で は I E S - R 得点セ ｢ 恐怖体験

- の 反応症状｣ 得点の年数効果は認 め られ ない が ､ 合計得点と｢ 恐怖体験 - の 反応症状｣ L;R

外 の 下位尺度待点は正 の年数効果が認 められたo

V , 考察

今回使用 した被害者後遺症症状調査票 は ､ ある程度の 信頼性 ･ 妥当性が確認され ､ 今後 ､

慢性期 の被害者後遺症症状調査に 際して有用性 があると考える o 但 し ､ 質問項目や順序尺

度で ある べ き珂答選択肢 には 心理測定法上 問題もあり ､ 本研究 の 限界 で あるD 本調査票を

刷 ､ て ､ 被害者後遺症症状 の 慢性期 の推移が 明らかにな っ た o
5 年 目 I E S - R 高得点群 で は

I E S _ R 得点は年数と ともに低減して いくが ､ I E S - R で は把握でき ない身体の症状は事件後 5

年 目以降も低減する こ と なく推移 して お り ､
身体症状に 関 しては K e s sl e r e t al ･ (1 9 9 5) の 調

査結果 を支持す る結果とな っ た ｡ I E S - R 得点が年数に よ り低減 して いく の は ､
外傷体験に対

して ｢事件 を忘れず､
許さず ､ 戦う｣ よりは｢ 忘れ る ように努力す る｣ 日本人の 反応 の傾向

や文化的特徴が影響して い る可能性 があり ､
こ の 点は今後 の重要な研究課題で ある ･

今後 ､ 保健看護領域にお い て ､ 本調査票 の下位尺度得点の パ タ
ー ン に よ っ て ､ 精神科受

診紹介､ カ ウン セ 1) ン グ､
ス トレ ス緩和技術指導な どケア方法選択 に役 立 つ こ とが期待さ

れ る｡ そ の た めに は ､ 異なる種類 の 被害者集団で本調査票 を用 い て調査を行 い ､ 合計得 点

お よび下位尺度得点の 基準値を求め る こ とが今後 の研究課題で あるo
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